
大分大学大学院医学系研究科博士課程教育課程編成・ 実施の方針（ カリキュラ

ム・ ポリシー： ＣＰ）

＜教育課程の編成と教育内容＞

「 患者本位の最良の医療」 に立脚した人間形成を基盤として医の倫理を体得し，高度な

医学知識の修得を目標とした教育を実践する。医科学および生命科学領域において，高度

な知識および科学的・ 論理的思考に基づき，独創性・ 創造性に優れた研究を遂行し，国際

的にも活躍できる自立した研究者，および各診療分野で優れた臨床研究能力と先端的で高

度な医療技能を備え，高い倫理観と研究心を持った臨床医を育成するために，学位授与方

針（ ディ プロマ・ ポリシー） に基づき，以下の方針で教育課程を編成し・ 実施する。

1. 「 基礎研究領域」 は，多様化する基礎医学の高度な知識および科学的・ 論理的思考に

基づいた研究遂行能力と高度医療に関する先端的・ 専門的な臨床研究を遂行できる能

力が培われるための諸理論と方法を修得するためのカリキュラムを編成・ 実施する。

組織病理学，分枝神経学，微生物感染免疫学等の科目で構成する。

2. 「 臨床研究領域」 は，臓器別系統的学問体系の高度な知識および科学的・ 論理的思考

に基づいた研究遂行能力と高度医療に関する先端的・ 専門的な臨床研究を遂行できる

能力が培われるためのカリキュラムを編成・ 実施する。消化器内視鏡学，臨床心臓病

学，外科臨床診断学等の科目で構成する。

3. 「 がん研究領域」 は，癌研究領域に特化した基礎・ 臨床融合型の網羅的カリキュラム

を編成・ 実施する。がん分子標的薬開発学，がん放射線治療学、臨床腫瘍治療学等の

科目で構成する。

4. 「 理学療法研究領域」 は，理学療法関連領域に特化したカリキュラムを編成・ 実施す

る。理学療法基礎科学，神経・ 運動器関連理学療法学等の科目で構成する。

5. 「 共通科目」 は，医学現象を科学的かつ倫理的に探究するために基盤となる科目を配

置する。共通科目は，学生自身が持つ実践上の課題について探究できるよう多彩な選

択授業科目を編成する。研究推進実践論，生命倫理学，医学情報システム学等の科目

で構成する。

＜教育方法＞

1. すべての科目は，学生による発表・討議ならびに教員による講義を中心に行う。また，

学術論文や専門書等の文献検討，概念化を繰り返し行い，知的探究力を養う。国際化

を見据え，講義・ 発表を積極的に英語で行う。

2. 学生個々の多様性・ 特徴(基礎教育や臨床経験など)を理解した上で，学問的，科学的

探究の本質と方法について個別的に教育・ 指導を行う。

3. 大学院生ごとに１人の指導教員を置き， さらに副指導教員を置く ことで複数指導教員

制を選択できる指導体制とする。博士論文指導は，担当教員による個別指導が基本で

あるが，研究室内検討会による教育的な検討をとおして博士論文の洗練化を指導する。

士論文は権威ある欧文誌に採択されたものが条件であり， この過程を通して研究成果
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公表に要求される全てを習得する。

4. 社会人の就学と仕事の両立を可能にするため，長期履修制度や昼夜開講制を適用し，

学生が計画的・ 弾力的に履修できるよう教育・ 指導を行う。

＜学修成果の評価＞

1. ３年次修了前後に，大学院生による公開の研究発表会を義務付け，研究の進捗状況

を発表し，参加教員からの意見やアドバイスを受けて研究の取りまとめに資する。

2. 毎年度，学生対象に研究指導計画書を作成し進捗状況と学修目標の到達度評価これ

に基づいた研究計画修正を行う。

教員は，担当する授業科目の実施状況を評価し，次年度以降の教育改善に活かす。

3. 博士論文に関する学修成果は，研究倫理審査や博士論文公開審査における学生の発

表内容や質疑応答の状況により評価する。
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学修成果の評価は，アセスメント ・ チェックリストにより実施する。



大分大学アセスメント・チェックリスト

学部・研究科医学系研究科 学科・専攻・課程博士課程医学専攻 コース 最終更新日 2020年10月13日

ディプロマ・ポリシー

1基礎・臨床医学，及び生命科学における深い学識と高度な情報収集能力・分析能力および研究技術を備えている。

2自らの研究歴あるいは臨床経験に基づいて，その学識・能力・技術を基盤に，自ら課題を見出し，それを解決・展開できる。

3自らの研究成果を客観的に分析し，目的と背景・研究方法・結果・考察，さらに今後の発展の可能性について発表し討議することができると共に，その成果を欧文論文として発表する総合的な情報発信能力を有する。

4科学的基盤に基づいて先端医療を理解又は実践することができる。

5実験室や調査フィールドあるいは臨床の場における実践的な経験に基づいた，医学者としての研究者倫理を有している。

6医学研究を通して人類の繁栄と福祉に貢献することができる。

番号実施状況 手法 名称 実施時期
実施
頻度

対象 チェック内容・項目
対応DP

評価者 実施責任者 結果の活用方法
123456

1実施中報告会 中間発表会 ９月 毎年３年生 研究成果の進捗度 ●●●●●●研究指導教員 研究指導教員 以後の学習・研究成果と課題を検討することに活用する

2実施中論文 論文審査会 7～８月毎年４年生 学習・研究成果の検証
●●●●●●

主査・副査 研究指導を経て，自立して研究し得る能力を備えていると認めら
れるか，明らかにする

3実施中質問紙 大学院研究倫理
教育セミナー

12月毎年１年生 研究倫理に関するアンケート
●
博士課程小委員会委員長研究科長 博士課程医学専攻生が学位論文を提出する際に、学位論文関連書

類で本セミナーの受講証の提出は必須条件となっている
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